
番号  滴告受領甘 一郎 
患者  
性別   

牒廠針 感染症名∴  ＝∴投与年斤て  て投与闘検薫 （年月）  投与後棒套 （年片） 受血者舶j嗅 献血者個別NÅT 備考   

HCV－Ab（＋）  

（06／04）  

HCV－RNA（＋）  

C型肝炎   
05／7－10  HCV－Ab（－） （05／04〉     HCVコアAg（＋） （0（5／05）  

52  NAT（－）   

HCV－Ab（＋）  

HCV－RNA（＋）  

（06／06）   

HCV－Ab（＋）  
保管検体についてHCV－  
NAT（＋）  遡及調査対象事例  

新鮮凍結人血策  
04／1   HCV－Ab（一）   （06／06） HCV （03／11）  

＜追加＞併用輸血用血液製  
＜追加＞  

53   女   C型肝炎  04／1   －Ab（＋）   陽性く輸血後）  ＜追加＞  
剤についても担当医が被疑薬  

HCV－RNA（＋）  
人赤血球濃厚液（放射線照射）  

（06／06）  

保管検体5本についてHCV一  
NAT（－）  

HBsAg（＋）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－〉  

HBcAb（－）  

（05／01）  生体部分肝移植実施  

05／4－5  腸性（輸血後）  NAT（－）  
ドナー：HBsAg（－）．HBsAb（q），  

54  2006／7／12  新鮮凍結人血兼 人赤血球濃厚液   女  50  肝疾患   B型肝炎  05／5  H8sAb（－）  HBcAg（－），HBeAb（－）．HBcAb（－）  

H8eAg（－）  （05／04）  

H【IeAb（－）  

HBcAb（一）  

（05／04）  

（06／06）  

H8sAg（－）  

HBsAb（＋）  

（06／0り  

H8sAg（＋）  

H8sAb（－）  

HBsAg（－）  

06／卜2   （99／06） HBV 陽性（輸血前）  

取り下げ。  

55  200（；／7／12  人赤血球濃厚液   男  60  血液腫瘍   B型肝炎  
－DNA（＋）  陽性（輸血後）   

NAT（－）   原疾患にて死亡。輸血との関  

（06／01）  
連性なし。（06／07）  

HBeAg（＋）  

HBeAb（－）  

（06／06）  

H8V－DNA（＋）  

（06／06）  
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瀬尊重領疎   ≒椴車 愚者  
性別   閃  穣衰強者嶺軸秘事 ＋＋十  

HBsAg（－）  

（05／12）  

HBV－DNA（－）  

56  2006／7／12  人赤血球濃厚滴（放射線照射） 血  女  70  消化器腫瘍   
（06／0り  

B型肝炎   06／1 06／1  HBsAg（一）  
陰性（輸血前）  NAT（一）   ・本剤との関連性なしとの担  

人赤球濃厚液  HBsAb（＋）  陽性（輸血後）  当医の見解。（06／06）   

H8¢Abく＋）  

HBV－DNA（－）  

（06／0り   

HCV－Ab（＋）  

HCV－Ab（－）  

（05／07） HCV 

57  女  70  血液腫癌等   C型肝炎   05／9  －Ab（－）  

膿性（輸血後）  
NAT（－）  

HCV－RNA（＋）  

（05／09）  

（06／07）   

H8sAg（＋）  

く05／12）  

HBsAg（＋）  

（06／04）  

58   04／06－11  
・調査結果を受けて、輸血血  

人赤血球濃厚儀（放射線照射）   8型肝炎  04／05－10  陽性（輸血後）  NAT（－）  液との因果関係なしと考える  

HBV－DNA（＋）  
との担当医のコメント  

（06／05）  

HBV－DNA（＋）  

（04／10）   

当該製剤のセグメントチュー  
非溶血性副作用関連検査  

院内血培にて  
59  2006／7／柑  新鮮凍結人血炸 （採血298日日）   男  50  肝疾患   細菌感染   06／7  Acinetobactersp、検  号の製剤は残っていない）：  

出。  ・血焚タンパク賞欠損検査：  
欠損なし  塗沫試験陰性   トあり。   

・陽性となった当該輸血用血  
液と同一採血番号の製剤とし  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  05／11  
て、1本の原料血発、1本の赤  

60  2006／7／18   新鮮凍結人血渠  男  70  心疾患   B型肝炎  
血球MAPがあり、原料血策は  

人血小板濃厚液（放射線照射）  
使用済み、赤血球MAPは医療  

05／11 05／11  HBsAgト） く05／07）  HBsAg（＋） （06／06） H8sAg（＋） HBsAb（－） HBGAb（＋） 日日V－DNA（十） （06／07）  陽性（輸血後）  保管検体 17本日BV－NAT（－） 1本日BV－NAT（＋）  機関へ供給済み。尚、赤血球  
MAPを投与された患者は原疾  
患にて死亡。   
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薗卑  報告受領日   一般名   愚考  再綿恕   感染症料■  投与年月  ≡投与前検至 ′∴（年月）∴  こ∴：※投与韓検査 （年月）   

性別   
受血春画如A† 儀中巻個別NAf   備考  

HCV－Ab（－）  

（05／09）  

HCV－Ab（－）  

HCV－RNA（＋）  

（05／09）  

05／0ト08  HCV－Ab（十）  
61  2006／7／20  人血小板濃厚液（放射線照射） 人血球液  男  40  血液腫癌   C型肝炎  05／01－04  検体なし        HCV－RNA（＋）   陽性（輸血後）   NAT（－）   ・死亡と本割との因果関係は  

赤濃厚  
（06／03）  

ないとの担当医の見解。   

HCV－Ab（＋）  

（06／05）  

HCV－Ab（＋）  

HCV－RNA（十）  

（06／06）  

HBsAg（－）  

（06／04）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  06／04  

62  2006／7／20   新鮮凍結人血渠  女  70  心疾患   B型肝炎  06／04  陰性（輸血前）  

陰性（輸血後）   
NAT（－）   取り下げ。   

人血小板濃厚液（放射線照射）  06／04  

HBV－DNA（－）  

（06／04）   

HCV－Ab（＋）  
HCV－Ab（－）   

63  2006／7／20  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  50  消化器疾患   C型肝炎   05／12   （05／12） HCV－RNA卜）  
陰性（輸血前）  

陽性（輸血後）   
NAT（－）  

（05／12）  

（06／07）  

HBsAg（十）  

HBsAb（－）  

HBcAb（＋）  

HBV－DNA（＋）  

（06／05）  

人赤血球濃厚液  
04／08一  HBeAg（＋）  

64  2006／7／24   人赤血球濃厚液（放射線照射）  日型肝炎  
05／04  
05／04  腸性（輸血後）   NAT（－）  

人血小坂濃厚液   
05／03－04   （06／06）  

HBsAg（＋）  

HBsAb（」  
H8cAb（＋）  

HBV－DNA（＋）  

（06／07）  
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軍  銀章衰鱒亘   一組各 蒸着  
性別   感染症針≡…シ  禰韓寒穀  腺印嘩堅 ㌻≡∴（年月）ざ≡≡  さ曇華蕎横様輩 

再嘩鱒頻軒 確盤章痛紬軒 類酢㌢ 

HCV－Ab（－）  

保管検体55本についてHCV－  

司
1
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軍号  滴告受領自   「般名 患者  原疾患 
年 三代  …≡＝「二二  ≡感染症名1  ∴投与年月   

畢血考慮納車 献血者鮎川埴T   備考 

HBV－DNA（＋）  

H85Ag（一）  
HB5Ab（－）  

69  2006／8／2  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  80  血腫   B型肝炎   06／03    HBcAb（一） （06／03）  陰性（輸血前）  

陰性（輸血後）   
NATト）   取り下げ。   

HBV－DNA（－）  

（06／03）  

非溶血性副作用阻達検査  

70  2006／8／2  人赤血球濃厚液（放射線照射） 血13  女  70  血液腫瘍   細菌感染   06／07  院内にて患者血培 実施 
（採日目）  ：陰性  ・血奨タン／くク賞欠損検査 無菌試験実施：「適合」  

欠損なし   

HBsAg（＋）  

（06／06）  

HBsAg（－）  

HBsAbく－）  

日日cAb（－）  

HBV－DNA（－）  

（05／10．11）  

HBsAg（－）  
71  2006／8／2  新鮮凍結人血矩  男  50  腎疾患等   B型肝炎   

05／10－11  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  05／10－12   陽性（輸血後）   NAT（－）  

HBV－DNA（＋）  

（05／12）  

HBsAg（＋）  

HB5Ab（－）  

HBGAb（＋）  

H8V－DNA（＋）  

（06／07）  
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報告受領自 云二≧  
種別      や薄地離巨と㌻  牒単科  牒汚濁掛野 ＝≡＝＝（年月＝）＝‘＝  ；j牒埠㈲郎㌢∴；こ  ≡三＝（隼那∴’：   

受癒着離嘩干 備考 

HBsAg（－）  
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章号  報告受領白 ⊥椴名   患者  原疾患   感染症名≡  投与年月  投与前梼査 ＝（年月）  〔華与後検査 ：（年月）   

性別   
受血着個鍬頗T 預血春個別NAT 備考   

HCV－Ab（一）  

（04／06）  

HOV－Ab（＋）  
HCV－Ab（－）   

（03／03）  

75  2006／8／10  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  80  腎疾患   C型肝炎   04／06    HCVTAb（－）  陰性（輸血前）  
HCV－RNA（一）  陰性（輸血後）   

NAT（－）   遡及調査対象事例   
HCV－RNA（－）  

（04／06）  

HCV－RNA（－）  

（05／09）  

HCV－Ab（＋）  

（06／06）  

HCV－RNA（＋）  

C型肝炎   
HCV－Ab（－）  

76  2006／8／10  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  70  消化器疾患  06／04   （06／04）  陽性（輸血後）   NAT（－）  

HCV－Ab（＋）  

HCV－RNA（＋）  

（06／07）  

HBsAg（＋）  

HBsAg（－）  

（05／12）  
陽性となった当該輸血用血液  

HBsAg（－）  保管検体  
と同一採血番号の製剤とし  

77  2006／8／10  人赤血球濃厚液   男  60  消化器腫瘍   B型肝炎   06／01     日日sAb（－）  陰性（輸血前）  16本H8V－NAT（一）  て、1本の原料血鞍、1本の赤  

新鮮凍結人血策  HBcAb（－）  陽性（輸血後）   1本HBV－NAT（＋）   血球MAPがあり、原料血矧ま  

HBV－DNA（－）  
使用済みで、赤血球MAPは医  

（06／01）   
療機関へ供給済み。   

（06／07）  

非溶血性副作用関連検査  
・杭血策タンパク賞抗体検  

78  2006／8／11  人赤血球濃厚液  女  70  消化器腫瘍   細菌感染   06／07  
（採血9日目）  

査：陰性  

・血焚タン／くク箕欠損検査：  

欠損なし   
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専  報卓変革卑 十舶 性男】  ．代 呼野鞍 瀬与奪粁  ＝尊前検査＝こ  ーミ∵■ここノ役専攻検査 
鱒堅牢即噂㌣ 献傘寿個興野 

・投与中止の当該製剤及び  

菌試験実施：「適合」  献血前後の体調異常なし、献  

79  200tS／8／11  人赤血球濃厚液（放射線照射） 血21日目）  男  70  腎疾患   
・献血者の再採血（1．5ケ月  

（採  
細菌感染   06／07  後）血液からはY8rSinia  

entero¢0‖tica検出  onteroGOlitic8は検出されな  

集素価はいずれも陰性   

・院内にて7／26に抜  
去したⅠVHカテーテ  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  ルより  
（採血16日日）  AGinetobacter  

人赤血球濃厚儒と同一採血  
80  2006／8／11    新鮮凍鯖人血渠  男  80  大動脈瘡   敗血症（細菌感染）  0（S／07 06／07  baumannii検出  番号の血焚2本で無菌試験  

（採血229日目）  ・院内にて患者血培  実施：「適合」  

実施：Acin8tObacter  
baum8nnii検出  

院内にて患者血培：  

未実施  ・抗血祭タンパク賞抗体検 査 
8ト  細菌感染   06／07  院内にて当該製剤  

のセグメントチュー  
ブで血培実施：陰性   

HBsA武一）  

（05／01）  

HBsAg（＋）  

人血小板濃厚液  04／05－ 05／05  

82   
HBsAg（－）  

人赤血球濃厚液  B型肝炎  04／07－ 05／02  陽性（輸血後）   NAT（－）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）   
85／02－04  

05／01－05   
HBsAb（－）  

HB¢Ab（＋）  

HBV－DNA（＋）  

（06／07）   

乱
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眉号  報卓受領自 ＋瀬名 春着  席疾患 感染症各＝≡＝≡  授与年月  投写前検茸  
性別   （年月ト   （年月）   

凍癒着痛如軒 瑚油看病別叫十 備考   

・院内にて患者血培  
実施：  非溶血性副作用関連検査  
StaphyJococcus  

83  細菌感染  Ot；／07  capitis同定  査：陰性  

・院内にて当該製剤  
の血液バッグの残  
蓮で血培実施：陰性  

HCV－Abト）  
（05／03）  

84   C型肝炎  06／04    HCV－Ab（＋）  陰性（輸血前）  
陰性（輸血後）   

NAT（－）  

HCV－RNA（－）  

（06／04）   

HBeAg（＋）  

HBeAb（－）  

HBcAb（一）  

tgM一日BcAb（－）  

85  
新鮮凍結人血渠   

B型肝炎   陽性（輸血後）   NAT（－）   

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

HBV－DNA（＋）  

86   細菌感染   06／08  
担当医が「細菌感染疑ってい  

（採血2日日）   実施予定   試験実施予定。   ない」ことが判明  

非溶血性副作用関連検査  

87  2006／8／18  人赤血球濃厚液（放射線照射） （採血20日目）  男  90  血液腫瘍   
細菌感染（敗血症   06／08  

性ショック）  院内にて患者血培 実施：陰性   ・抗血祭タンパク賞抗体検 査：陰性  ・血策タンパク賞欠損検査：  

欠損なし   

H8sAg（－）  

（06／03）  

HBsAg（－）  

88  2006／8／22  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  70  消化器腫瘍   B型肝炎   06／03     H8sAb（－）  陰性（輸血前）  
膀性（輸血後）   

NAT（－）  

HBcAb（－）  

HBV－DNA（－）  

（06／03）   
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満蒙車線鞍   諌各 愚者  ‡孝幸前鱒査  
性別  し代 キ年月睾 雪嶺廠穣≡  牒強者榔如料 町 凋埠 
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番号  報告受領日   「名   患者  席疾患   感染症名  投与年月  投与罰鱒季 （年月）  ≡授与後検査 
性別   （年月）   

費血春画如杵 献血者疇別叫T  鱒考   

HBV－DNA（一）  

HBsAg（＋）  

H8sAb（＋）  

HBV－DNA（－）  

HBsAg（－）  

（08／05）  

日日sAb（十）  

HBcAb（＋）  

93  2006／9／4  人赤血球濃厚液   女  70  関節リウマチ   B型肝炎   06／06       （06／06）  陰性（輸血前）  
陰性（輸血後）   

NAT（－）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

HBcAb（＋）  

HBV－DNA（一）  

（06／06）  

HB（；Ab（＋）  

HBV－DNA（一）  

（06／08）  

HCV－Ab（－）  

新鮮凍結人血渠  
94  2006／9／4   人血小板濃厚液（放射線照射）  C型肝炎   調査なし   NAT（－）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）   06／03－04 06／03 06／04  HCV－Ab（－） （06／02）   （06／04） HCV－Ab（＋） HCV－RNA（十）  

（06／07）  

溶血性副作用関連検査実  
施  
・不規則抗体スクリーニング  

白血球除去人赤血球浮遊液（放  
95  2006／9／4   射線照射）  男  80  血液腫瘍   細菌感染   06／08  院内にて患者血培 実施：  

Staphylococcus  
液型に対する特異性なし）  

（採血8日目）  非溶血性副作用関連検査  
epidermjdis検出  

査：IgA抗体弱陽性  
・血祭タン′くク質欠損検査 
欠損なし   

HBV－DNA（＋）  

HBsAg（－）  

HBsAb（＋） HBcAb（＋）  

新鮮凍結人血炸  06／04 4  

96  2006／9／14   人赤血球濃厚液  男  80  血液腫瘍   B型肝炎  06／0 06／04  

暢性（輸血後）   

陰性（輸血前）  

NAT（一）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  （06／04）  

人血小坂濃厚液  06／04  

HBV－DNA（－）  

（06／04）  
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取り下げ。  
フエルティノームP（下垂体性性腺  当初C型肝炎で報告を受けて  

97  2006／7／14   刺激ホルモン）  女  30  E8ウィルス感染  2006／05  いたが、その後の検査では、  
パーコグリーン  HCV－RNAト）となり否定され  

た。   

人ハブトゲロビン（ハブトゲロビン）  2006／04  

フィプリノゲン加算13国子  HCV－Ab（＋）  

98  女  60  心疾患   C型肝炎  2006／04 2006′04  取り下げ。  
人赤血球濃厚液  2006／04  
人血小板濃厚液  2006／04  

取り下げ。  
HCV－RNAト）  

99   当該ロットの原料を再度HCV－  

因子）   

C型肝炎  2006／05－0（；   調査中  NATを実施し、陰性であったこ  
（06／05）   とから、担当医が因果関係な  

しと判断した。   

取り下げ。  

100  2006／8／8  ボルヒール（フィブリノゲン加第13 因）  男  70  外科手術等   
当該ロットの原料を再度N日∨－  

子  
B型肝炎   2006／03  NATを実施し、陰性であったこ  

とから、担当医が因果関係な  
しと判断した。   
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